
漆
水

漆
水

(

一)

は
扶
風
杜
陽
県

(

二)

に
あ
る�ゆ

山

(

三)

か
ら
流
れ
出
て
、
東
北
に
向
か
い
渭
水
に

(

四)

入
る

(

五)

。

水経注疏訳注第十六漆水

楊�
漆
水
は

(

夏
・
殷
・
周
の)

三
代
の
時
に
最
も
名
が
現
れ
、『

詩
経』

『

尚
書』

を
読
む
と
、
両
書
と
も
に
こ
れ
を
述
べ
て
い
る
。

秦
・
漢
時
代
以
降
、(

比
定
さ
れ
る
対
象
の)

遷
り
変
わ
る
こ
と
が
多
く
、
だ
か
ら

『

漢
志』

は
た
だ

｢(

漆
水
は)

漆
県
の
西
に
あ

る｣
(

六)

と
だ
け
い
う
。『

説
文』

に

｢(
漆
水
は)

杜
陽
に
あ
る
岐
山
か
ら
出
る｣

(

七)

と
い
う
の
は
、
き
っ
と
古
の

『

尚
書』

家
の

旧
説
か
ら
採
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
鄭
玄
が

『

毛
詩』

に
箋
を
つ
け
る
時
に
は
、
既
に

(

漆
水
の
位
置
を)

詳
し
く
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
で
き
て
お
ら
ず
、
思
う
に

(

そ
の
時
に
漆
水
は)

埋
も
れ
滅
び
、
ほ
と
ん
ど
尽
き
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。『

水
経』

の
作
者

は
、
そ
の
当
時
既
に
漆
水
が
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
、
た
だ

『

山
海
経』

と

『

説
文』

の
文
を
混
え
て
採
り
、
こ
れ

(『

経
文』)

を

作
っ
た
の
で
あ
る
。『

水
経』

に

｢

扶
風
杜
陽
か
ら
流
れ
出
る｣

と
い
う
の
は
、『

説
文』

に
基
づ
い
て
い
て
、
そ
の
文
に

｢�
山｣

と
い
う
の
は
、『

山
海
経』

の�ゆ

次じ

の
山

(

八)

の
こ
と
で
あ
る
。『
水
経』

の
文
に

｢

東
北
に
向
か
い
渭
水
に
入
る｣

と
い
う
の
は
、

東
は

『

説
文』

を
根
拠
と
し
、
北
は

『

山
海
経』

を
根
拠
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、(『

山
海
経』

と

『

説
文』

の)

両
書

が
述
べ
る
水
と
土
地
の
位
置
は
異
な
っ
て
お
り
、
両
者
を
合
わ
せ
て
一
つ
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
も
杜
陽
は
渭
水
の
北
に

水
経
注
疏
訳
注

穀
水
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あ
る
の
だ
か
ら
、
ど
う
し
て
漆
水
は
東
北
に
流
れ
て
渭
水
に
入
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。�
道
元
の
時
に
な
る
と
さ
ら
に
漆
水
の
実

際
に
つ
い
て
調
べ
よ
う
が
な
い
た
め
、(

こ
の
段
落
の)

『

注』

文
の
末
尾
で
漆
渠
を
こ
れ

(

漆
水)

に
あ
て
る
が

(

九)

、(�
道
元
は)

な
お
自
信
が
な
か
っ
た
。
惜
し
い
こ
と
に
は�
道
元
の
引
く
旧
説
は
漆
水
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
錯
簡
が
多
い
。

そ
の
た
め
に
今
、
以
下
の
疏
文
を
作
っ
た
。

『

山
海
経』

に｢�
次
の
山
、
漆
水
は
こ
こ
か
ら
出
て
、〝

北
流〞

し
て
渭
水
に
注
ぎ
こ
む｣

(

一
〇)

と
い
う
。①

思
う
に

(『

山
海
経』
の

｢
北
流｣

と
は

｢

北
に｣

で
は
な
く)

北
か
ら
南
に
流
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
②

。
①
楊�
こ
れ
は

『

山
海
経』

西
山
経
の
文
で
あ
る
。
そ
の
上
文
に
い
う
浮
山

(

一
一)

は
、『

渭
水
注』

の
浮
肺
山
で
、
麗
山

(

驪
山)

に
連
な
り
、
山
名
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
は
臨
潼
県
の
南
に
あ
る

(

一
二)

。
さ
ら
に
西
方
七
〇
里
に
あ
る
の
を
、�
次
の
山
と

い
い
、
漆
水
は
こ
こ
か
ら
出
て
、
北
流
し
て
渭
水
に
注
ぎ
こ
む

(

一
三)

。
郭
璞
注
に
、｢

今
の
漆
水

(

一
四)

は
岐
山
か
ら
流
れ
出
る(

一
五)｣

と
あ
る
。
思
う
に
郭
璞
が
岐
山
を�
次
山
に
あ
て
な
か
っ
た
の
は
、
華
山
、
符ふ

禺ぐ
う

山
の
西
に
行
っ
て
も
岐
山
に
到
達
し
え
な
い
こ
と

を
知
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う

(

一
六)

。
だ
か
ら
岐
山
の
漆
水
を
引
い
て

(『

山
海
経』

の
漆
水
と
は)

異
な
る
こ
と
を
明
示
し
た
の

で
あ
る

(

一
七)

。
考
え
る
に

(�
次
山
の
位
置
す
る)

臨
潼
県
の
西
七
〇
里
は
、
ま
さ
し
く
杜
陵
県
と��
県
の
間
に
あ
た
り
、
つ
ま
り

こ
れ
は

『

注』

の
後
文

(

五
六
三
頁)

が
引
用
す
る

『

関
中
記』

の

｢
漆
水
、
沮
水
は��
県
に
あ
る｣

で
、
ま
た
後
文

(

五
六
二
頁)

が
引
用
す
る

『

開
山
図』

の

｢

岐
川
は
杜
陵
の
北
に
あ
る｣

に
あ
た
る
。
だ
か
ら

(『

山
海
経』

は)
｢

北
に
流
れ
て
渭
水
に
注
ぎ
込

水
経
注
疏
訳
注

第
十
六

漆
水

五
六
一



む｣
と
い
う
の
で
あ
る
。

②
楊��
道
元
が

『

山
海
経』

の
主
旨
を
理
解
で
き
て
い
な
け
れ
ば
、(『

山
海
経』

の
文
を)

『

関
中
記』

の
前
に
並
べ
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
他
方
、
漆
水
を
渭
水
の
北
に
あ
る
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
北
に
流
れ
て
渭
水
に
注
ぎ
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
北
か

ら
南
に
流
れ
る
と
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の

(

後
世
の)

本
意
を
曲
げ
た
附
会
の
痕
跡
は
、
ほ
と
ん
ど
大
笑
に
値
す
る
。
下

文
に
引
く

『

開
山
図』

『
関
中
記』

は
、
明
ら
か
に

『

山
海
経』

の
句
を

｢

北
流
し
て
渭
水
に
入
る｣

と
解
釈
し
て
い
る
こ
と
の
証
し

で
あ
る
。
ど
う
し
て

(�
道
元
が)

｢

北
か
ら
南
に
流
れ
る｣

と
記
述
す
る
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
き
っ
と
浅
知
恵
の
人
が
、
た
だ
漆
水

が
南
に
渭
水
に
入
り
、
北
に
渭
水
に
入
る
道
理
が
な
い
こ
と
だ
け
を
知
り
、
ま
た

『

大
遼
水
注』

に

｢

北
か
ら
南
に
流
れ
る｣

と
い

う
文

(

一
八)

が
あ
る
こ
と
を
見
て
、
と
う
と
う
こ
れ

(｢

蓋
自
北
而
南｣

の
文)

を
こ
の

(『

注』

文
の)

下
に
竄
入
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

各
本
に
は

(

こ
こ
に)

｢

尚
書
禹
貢｣

か
ら

｢
入
于
河｣

ま
で
の
二
六
字
が
あ
り

(

五
九
五
頁)

、
さ
ら
に

｢

孔
安
国
曰｣

か
ら

｢

是

符
禹
貢
本
紀
之
説｣

ま
で
の
二
六

(

一
九)

字
が
あ
る

(
五
九
六
頁)

が
、
こ
れ
は�
東
の
漆
沮
水
で
あ
り
、
こ
こ
に
錯
簡
と
し
て
紛
れ

込
ん
で
い
る
の
で
、
今

『

沮
水
注』

に
移
し
た

(

二
〇)
。

『

開
山
図』

(

二
一)

に
、｢

麗
山
の
西
北
に
温
池

(

二
二)
が
あ
る
①

。
温
池
の
西
南
八
〇
里
に
、
岐
川

(

二
三)

が
あ
っ

て
、
杜
陵

(

二
四)

の
北
に
あ
る
②

。
長
安
の
西
に
渠
が
あ
り
、
こ
れ
を
漆
渠

(

二
五)

と
い
う｣

(

二
六)

と
あ
る
。
③

①

『

箋』�
古
本
は

｢

地｣

に
作
り
、
呉
本
は
こ
れ
を
改
め
て

｢

池｣
に
作
る

(

二
七)

。

戴�
大
典
本
は

｢

池｣

に
作
る
。

水
経
注
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訳
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穀
水
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趙�(
二
八)

『

三
秦
記』

(

二
九)

と

『

漢
武
故
事』

(

三
〇)

は
と
も
に

｢

驪
山
湯
泉｣

と
い
い

(

三
一)

、
ま
た

｢

温
泉｣

と
称
し
、｢

温
池｣

と
は
い
っ
て
い
な
い
。

楊�
泉
の
こ
と
を
池
と
い
う
の
も
ま
た
差
し
支
え
な
い
。

②
全
、
趙
、
戴
は

｢
岐
川｣

を
改
め
て

｢

岐
山｣

に
作
る
。
ま
た
朱
は

｢

在
杜
陵�卑｣
に
作
る
。『

箋』�
宋
本
は

｢

北｣

に
作
る
。

趙
は
誤
っ
て

(

五
六
六
頁

『

注』

文
の)

｢

許
慎
説
文｣

の
下
の

『

箋』

語
の

｢

孫
云
杜
陵
当
作
杜
陽｣

八
字
を
移
し
て
、(『

箋』

語

の)
｢

宋
本｣

の
上
に
合
し
て
一
条
の
文
と
し
、
改
め
て

｢

在
杜
陽
北｣

に
作
る

(

三
二)

。

楊�
こ
れ
は
つ
ま
り

『

関
中
記』
の
漆
水
が��
県
に
あ
る
と
い
う
説
で
あ
る
。
温
池
の
西
八
〇
里
が
杜
陵
の
北
原
に
あ
た
る
と
い
う

こ
と
は
、
誤
っ
て
お
ら
ず
、
岐
川
は
漆
水
を
い
う
の
で
あ
る
。
岐
と
漆
は
音
が
近
い

(

三
三)

、
だ
か
ら

『

渭
水
注』

に
、｢

大
道
川
は

東
南
に
流
れ
て
漆
水
に
入
る
、
つ
ま
り
故
の
岐
水
で
あ
る｣

と
あ
る
。
こ
れ
が
そ
の

(

岐
と
漆
の
音
が
近
い
こ
と
の)

証
明
で
あ
る
。

全
、
趙
、
戴
が

｢

岐
川｣

を
改
め
て

｢

岐
山｣
と
し
、
ま
た

｢

杜
陵｣

を
改
め
て

｢

杜
陽｣

と
し
て
い
る
の
は
、
思
う
に
こ
こ
で
い

う
の
は
杜
陵
に
あ
る
別
の
岐
川
で
あ
り
、
杜
陽
に
は
な
い
こ
と
を
知
ら
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
温
池
が
岐
山
、
杜
陽
を
離
れ
る
こ
と

は
三
〇
〇
里
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
ま
し
て
八
〇
里
で
あ
る
は
ず
も
な
い

(

三
四)

。

③
楊�｢
開
山
図｣

以
下
の
三
三
字
を
、
各
本
は

｢

潘
岳
関
中
記｣
云
々
の
下
に
誤
っ
て
挿
入
し
て
お
り
、
今
こ
こ
に
移
し
た
。

潘
岳

『

関
中
記』

に

(

三
五)

、｢

関
中
に�
・
渭
・�霸
・�
・�れ
い

・�高 こ
う

・
漆
・
沮
の
水

(

三
六)

が
あ
る
①

。�
・

�高
・
漆
・
沮
の
四
水
は
、
長
安
の
西
南
の�� こ

県
に
あ
り
、
全
て

【

注�
、�高
水】

(

三
七)

北
に
向
か
い
渭
水

水
経
注
疏
訳
注
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に
注
ぎ
こ
む｣

と
い
う
。
②

①
楊�『
文
選』

上
林
賦
の
李
善
注
が
引
く
潘
岳

『

関
中
記』

に
、｢�
水
、
渭
水
、�霸
水
、�
水
、�
水
、�高
水
、
漆
水
、��けつ
水
で
、

合
わ
せ
て

(
関
中)

八
川｣

と
あ
る
。『

初
学
記』

が
引
く

『

関
中
記』

も
同
じ
で
あ
る

(

三
八)

。
こ
れ
は�
氏
の
見
た

『

関
中
記』

が
李
善
、
徐
堅
の
見
た

(『

関
中
記』

の)

本
と
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。『

初
学
記』

が
ま
た
引
く

『

関
中
記』

に
、｢�(

三
九)

水
と
渭
水
、
洛
水
と
が
関
中
三
川
で
あ
る｣

と
い
う
。(『

初
学
記』

が)

ま
た
引
く

『

関
中
記』

に
、｢

洛
水
は
別
名
漆
沮
水

(

四
〇)

、

馮
翊
か
ら
流
れ
出
る｣

と
い
う

(

四
一)

。
つ
ま
り

『

関
中
記』

に
は�
東
と
渭
南
の
両
方
に
漆
沮
水
が
あ
る
の
で
あ
る
。

②
戴
氏
は

｢

皆
注��高
水
北
注
渭｣
に

｢

漆
沮｣

を
増
し
て

｢

漆
沮
皆
南
注��高
水
皆

(

四
二)

北
注｣

に
作
り
、｢

渭｣

字
を
削
る
。

楊�(『
関
中
記』

は)

既
に

(�
、�高
、
漆
、
沮
の)

四
水
は
全
て��
県
に
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
当
然
四
水
は
全
て
北
流

し
て
渭
水
に
入
る
は
ず
で
あ
る
。
ど
う
し
て
漆
沮
水
を
南
に
注
ぐ
と
改
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。｢

渭｣

字
を
削
る
の
で
あ
れ
ば
、

漆
水
、
沮
水
は
い
っ
た
い
ど
の
水
に
注
ぐ
の
だ
ろ
う
か
。
私

(

楊
守
敬)

が
思
う
に

｢

注��高(
四
三)

水｣

の
四
字
は
衍
文
で
あ
る
。

｢

潘
岳
関
中
記｣

か
ら
以
下

(

四
四)

の
文
を
、
各
本
は

｢
開
山
図｣

云
々
の
上
に
誤
っ
て
挿
入
し
て
お
り
、
今
こ
こ
に
移
し
た
。
以
上

こ
こ
ま
で
の

『

注』

文
は
全
て

『

山
海
経』

の

｢〝

北
流〞
し
て
渭
水
に
注
ぎ
込
む｣

の
文
の
解
釈
で
あ
り
、
以
下
の

『

注』

文
で
よ

う
や
く�
西
の
水
を
解
釈
す
る
。

周
太
王
は�分 ひ
ん

を
去
り
、
漆
水
を
渡
り
、
梁
山
を
越
え
、
岐
山
の
麓
に
留
ま
っ
た

(

四
五)

。
故
に

『

詩
経』

に
、｢

民
が
初
め
て
誕
生
し
、
杜
・
沮
漆
水

(

の
地)

に
行
っ
た｣

と
い
う
。
①

ま
た

(

続
け
て)

｢

西
水

水
経
注
疏
訳
注

穀
水
篇
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(

＝
沮
漆
水)

の
ほ
と
り
に
沿
っ
て
行
き
、
岐
山
の
麓
に
至
っ
た｣

(

四
六)

と
い
う
②

。

①

《
朱
は
誤
っ
て

｢

漆
沮｣

に
作
り
、
戴
は

｢

沮
漆｣

に
作
り
、
趙
は

『

経』

文
に
拠
っ
て
字
を
入
れ
換
え
る
。

熊�
黄
本
は

｢
沮
漆｣

に
作
る
。》

②
楊�
こ
れ
は�
西
の
漆
沮
水
で
あ
る
。『

括
地
志』

に
、｢

梁
山
は
好こ
う

畤じ

県
の
西
北

(

四
七)

一
八
里
に
あ
る

(

四
八)｣

と
あ
る

(

四
九)

。

今
の
乾
州

(

陝
西
省
咸
陽
市
乾
県)

の
北
一
〇
里
に
あ
る
。
岐
山
は
今
の
岐
山
県

(

陝
西
省
宝
鶏
市
岐
山
県)

の
東
北
五
〇
里
に
あ

り
、
杜
水
の
南
に
あ
る
た
め
、『
詩
経』

に

｢

杜
・
沮
漆
水

(

の
地)

に
行
っ
た｣

と
い
う
の
は
、
北
か
ら
南
に
行
っ
た
の
で
あ
る
。

地
望
に
よ
っ
て
こ
れ
を
推
測
す
る
と
、
お
の
ず
か
ら
先
に
梁
山
を
越
え
て
、
そ
の
後
で
沮
漆
水
を
渡
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し

『

史
記』

が
先
に
沮
漆
水
を
渡
り
、
そ
の
後
で
梁
山
を
越
え
る
と
す
る
の
は
、
漆
水
が
杜
水
の
北
に
あ
り
、
東
南
に
流
れ
て
梁
山
の
東

を
過
ぎ
る
こ
と
で
初
め
て
可
能
と
な
る
は
ず
で
、
明
ら
か
に

『

詩
経』

の
文
と
合
わ
な
い
。
考
え
る
に

『

孟
子』

は
た
だ

｢

梁
山
を

越
え
て
岐
山
の
麓
に
至
る｣
(

五
〇)

と
だ
け
い
い
、『
呉
越
春
秋』

も
ま
た

｢

梁
山
を
越
え
て
岐
に
居
る｣

(

五
一)

と
だ
け
い
い
、
漆
沮

水
を
渡
っ
た
こ
と
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
疑
う
に
太
史
公
は

『

詩
経』

の

｢

杜
・
沮
漆
水

(

の
地)

に
行
っ
た｣

と
い
う
文
に
基

づ
い
て
、
こ
れ

(

沮
漆
水
を
渡
っ
た
こ
と)

を
増
し
て
文
に
入
れ
た
が
、
そ
の
道
理
を
考
え
る
暇
が
な
く
、
と
う
と
う
こ
の
よ
う
に

先
後
を
倒
置
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。｢

周
太
王｣

か
ら
以
下
の
文
を
、
各
本
は

(

後
の)

｢

許
慎
説
文｣

の
文
の
上
に
誤
っ

て
挿
入
し
て
お
り
、
今
こ
こ
に
移
し
た
。

班
固
の

『

漢
志』

に

(

五
二)

、｢

漆
水
は
漆
県

(

五
三)

の
西
に
あ
る｣

(

五
四)

と
い
う
。
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楊�『
続
漢
志』

に
、｢

漆
県
に
漆
水
が
あ
る｣

(

五
五)

と
あ
る
。『

続
漢
志』

の
劉
昭
注
が
引
く

『

地
道
記』

に
、｢

漆
水
は
漆
県
の
西

に
あ
る｣

(
五
六)

と
あ
る
。
と
も
に

『

漢
志』

に
基
づ
い
て
い
る
。

�か
ん�い
ん『

十
三
州
志』

に
ま
た
、｢

漆
水
は
漆
県
西
北
の
岐
山
か
ら
流
れ
出
て
、
東
に
向
か
い
渭
水
に
入
る｣

と
い
う
。

楊�『
尚
書
正
義』
が
引
く

『

十
三
州
志』

は
同
じ
で
あ
る

(

五
八)

。
し
か
し

(

私
は)

こ
れ
に
異
論
が
あ
る
。
岐
山
は
ど
う
し
て
漆

県
の
西
北
に
あ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
故
に
王
応
麟

(

伯
厚)

『

詩
地
理
考』

は

｢

岐
山｣

の
文
字
の
上
に

｢

至｣

字
を
増
し
て
い

る

(

五
八)

。
趙
、
戴
は
と
も
に
こ
れ
に
従
っ
て
い
る
。(

し
か
し
彼
ら
は)

漆
県
が
今
の�分
州
で
あ
り
、
そ
の
西
北
は�
水
の
北
で
あ

る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
し
か
も

『

漢
志』
で

｢

至｣

と
い
う
も
の
は
全
て
、
必
ず
そ
の
近
い
地
に
入
っ
て
い
る
。
岐
山
は
漆
県
の
西

南
に
あ
る
の
で
、(｢

至｣

字
を
入
れ
た
ら)
ど
う
し
て

｢

東
に
向
か
い
渭
水
に
入
る｣

と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
こ
こ

(『

十
三

州
志』)

は

｢

漆
水
は
漆
県
の
岐
山
の
西
北
か
ら
流
れ
出
て
、
東
に
向
か
い
渭
水
に
入
る｣

と
い
う
べ
き
で
あ
り
、『

漢
志』

の
例
に

依
拠
し
た
文
体
と
ま
さ
し
く
合
致
す
る
。
晋
の
時
に
は
既
に
杜
陽
県
は
な
く
、
漆
県
に
併
合
さ
れ
て
お
り
、
だ
か
ら��
は

｢

漆
県

の
岐
山｣

と
い
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る

(

五
九)

。

許
慎

『

説
文』

に
、｢

漆
水
は
右
扶
風
杜
陽
県
①

に
あ
る
岐
山
か
ら
流
れ
出
て
、
東
に
向
か
い
渭
水
に
入

る
。〝

水〞

に
従
い
、〝�し
つ〞

の
声
。
一
に

(

六
〇)

、〝

漆
は
、
城
池(

と
い
う
意
味)

で
あ
る〞

と
い
う｣

(

六
一)

と
あ
る
②

。
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《
①
朱
は
誤
っ
て

｢

杜
陵｣

に
作
る
。『

箋』�
孫
汝
澄
は

｢

杜
陽｣

に
作
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
趙
、
戴
は
改
め
る
。》

②
楊�
今
本
の

『

説
文』

が

｢

杜
陵｣

に
作
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
こ
の

『

注』

文
に
よ
っ
て
訂
正
す
べ
き
で
あ
る
。
大
徐
本
が

｢

一
曰
入
洛｣
に
作
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
小
徐
本
も
同
じ
く
誤
っ
て
い
る

(

六
二)

。｢

許
慎｣

か
ら
以
下
の
文
を
、
各
本
は

｢

潘
岳
関
中
記｣
の
文
の
上
に
誤
っ
て
挿
入
し
て
お
り
、
今
こ
こ
に
移
し
、
下
の

｢

水
出
杜
陽
県｣

の
文
と
接
す
る
よ
う
に
し
た
。

今
、
杜
陽
県
に
あ
る
岐
山
の
北
の
漆
渓
か
ら
流
れ
出
る
水
が
あ
り
、
こ
れ
を
漆
渠

(

六
三)

と
い
い
、
西
南

に
流
れ
て
岐
水
に
注
ぎ
込
む
。

楊�
こ
れ
は�
氏
の
語
で
あ
る
。
胡
渭

(

東
樵)

は
誤
っ
て��
の
説
と
み
な
し
て
い
る

(

六
四)

。(

岐
水
の)

下
流
が
雍
水
に
入
っ

て
、
そ
こ
か
ら
渭
水
に
入
る
こ
と
は
、『
渭
水
注』

に
も
み
ら
れ
る

(

六
五)

。

し
か
し
、(

漆
水
の)

川
の
流
れ
と
土
地
の
差
異
は
大
き
く
①

、
今
、
諸
説
が
入
り
雑
じ
っ
て
出
て
、
こ

れ
を
経
史
に
照
ら
し
て
考
え
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
根
拠
が
あ
る
。(

自
分
は)

知
識
が
浅
く
、
意
見
も
浮
つ

い
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
弁
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
②

。

①
楊�(
漆
水
に
対
す
る
諸
説
の)

変
遷
を
解
説
し
た
の
で
あ
る
。

②
楊�
今
本
の

『

漆
水
注』

は

『

詩
経』

『

尚
書』

の
説
に
明
る
く
な
く
、
錯
簡
が
あ
っ
て
、
さ
ら
に
秩
序
だ
っ
て
い
な
い
。『

山
海

経』
『

関
中
記』

『

開
山
図』

(

の
記
述)

は
い
ず
れ
も
杜
陽
の
水
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
が
、
今
訂
正
を
加
え
る
と
、
い
さ

さ
か
筋
が
通
る
よ
う
に
な
る
。(�
道
元
が)

漆
渠
の
水
を
杜
陽
の
岐
山

(
よ
り
発
す
る
水)

に

(

六
六)

擬
す
る
の
は
、
古
人
の
本
意
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に
は
違
わ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
流
れ
る
距
離
は
と
て
も
短
く
、
し
か
も

『

漢
志』

の

(

漆
水
は)

漆
県
の
西
に
あ
る
と
い
う
文
の

主
旨
と
非
常
に
符
合
す
る
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。『

元
和
志』

『

寰
宇
記』

が
、�分
州
西
の
白
土
川
水
が
東
北

(

六
七)

に
流
れ
て�
水

に
入
る
の
を
こ
れ

(

漆
水)

に
あ
て
、
し
か
も
南
流
の
漆
渓
を
反
駁
し
て
斥
け
、
漢
代
の
水
で
は
な
い
と
す
る

(

六
八)

に
至
っ
て
は
、

思
う
に

『

漢
志』
の

｢(

漆
水
は)

漆
県
の
西
に
あ
る｣

と
い
う
文
に
附
会
し
よ
う
と
思
い
、
ま
た

『

水
経』

の

｢(

漆
水
は)

東
北

に
流
れ
る｣

と
い
う
文
に
惑
わ
さ
れ
た
の
で
あ
り
、『

説
文』

は
明
ら
か
に

｢

渭
水
に
入
る｣

と
い
い
、『

山
海
経

(

六
九)』

も
ま
た

｢

渭
水
に
入
る｣

と
い
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
の
だ
ろ
う
。
ど
う
し
て�
水
に
入
る
水
を
こ
れ

(

漆
水)

に
あ
て
る
こ
と
が
で
き

よ
う
か
。『

隋
志』

は
普
潤

(

県)
の
条
に

｢

漆
水
が
あ
る｣

と
い
う

(

七
〇)

。
普
潤
は
今
の
麟
游
県
の
西
一
〇
〇
余
里
に
あ
り

(

七
一)

、

『

漢
志』

の

｢(

漆
水
は)

漆
県
の
西
に
あ
る｣

と
い
う
文
と
適
合
し
、
ま
た

｢

杜
陽
に
あ
る
岐
山
か
ら
流
れ
出
る｣

と
い
う
文
に
反

し
な
い
の
で
、
こ
れ
は
受
け
入
れ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
惜
し
い
こ
と
に
は
今
、
他
の
書
籍
で
こ
れ
を
詳
し
く
証
明
す
る
も
の
が
な
い
だ

け
で
あ
る
。(『

隋
志』

は)

あ
る
い
は

｢

普
潤
は
、
も
と
漢
の
杜
陽
県
で
あ
り

(

七
二)

、
故
に
漆
水
が
あ
る
と
い
う｣

と
い
い
た
い
の

で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
別
に
基
づ
く
所
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い

(

七
三)

。

楊�
漆
、
沮
は
も
と
双
声
字
で
あ
り

(

七
四)

、｢

漆｣
(

一
文
字
だ
け)

を
い
っ
て

｢

沮｣

を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
、｢

沮｣
(

一
文
字
だ

け)

を
い
っ
て

｢

漆｣

を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し

『
漢
志』

『

説
文』

に
漆
水
と
沮
水
の
二
水
が
あ
る

(

七
五)

の
は
、(

以
下

の
理
由
に
よ
る
。)

『

尚
書』

に

｢

過
ぎ
る｣

と
あ
る
漆
沮
水
は�
東
に
あ
り

(

七
六)

、『

漢
志』

『

説
文』

の
沮
水
も
こ
の�
東
の
水
で

あ
っ
て
、
故
に

(�
東
に
は)

沮
水

(

だ
け)

を
扱
っ
て
漆
水
は
論
じ
な
い
。
そ
し
て

『

詩
経』

の
漆
沮
水
は�(
七
七)

西
に
あ
り
、
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『
漢
志』

『

説
文』

の
漆
水
も
こ
の�
西
の
水
で
あ
っ
て
、
故
に

(�
西
に
は)

漆
水

(

だ
け
を)

と
っ
て
沮
水
は
論
じ
な
い
。
こ
れ

は
そ
れ
ぞ
れ

(

の
漆
沮
水)

が

(

漆
か
沮
の)

一
字
を
挙
げ
て

(

漆
沮
水
を
示
し
て)

い
る
こ
と
の
証
し
で
あ
る
。
孔
穎
達
・
司
馬

貞
・
程
大
昌
・
王
応
麟
は
こ
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で

(

七
八)

、
様
々
に
疑
い
を
抱
い
て

(

論
を
立
て
た)

(

七
九)

の
で
あ
る(

八
〇)

。

(

一)

漆
水
に
つ
い
て
は�Ａ『
詩
経』

『

尚
書』

に
み
え
る
漆
水
、�Ｂ『
水
経』

に
み
え
る
漆
水
、�Ｃ『

水
経
注』

に
み
え
る
漆
水

(

漆
渠

水)

の
三
つ
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漆
水
は
必
ず
し
も
一
致
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
そ
こ
で
三
者
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
説
明
す
る
と
、

�Ａ
の
漆
水
は

『

詩
経』

『

尚
書』

中
に
沮し
ょ

水
と
並
列
の
形
で
登
場
す
る
。
こ
の
漆
水
及
び
沮
水
の
位
置
に
つ
い
て
歴
代
の
学
者
が
様
々
な

説
を
述
べ
て
い
る
が
、
例
え
ば
加
藤
常
賢
『
書
経
上』

(

明
治
書
院
、
一
九
八
三)

の

｢

漆
沮｣

に
対
す
る
語
釈
が
、｢

漆
沮
は
一
水
の

名
と
す
る
説
と
、
二
水
の
名
と
す
る
説
と
あ
り
、
ま
た
、
同
じ
雍
州
に
別
に
漆
沮
水
が
あ
る
と
す
る
説
が
あ
り
、
経
学
上
の
一
大
疑
案

で
あ
る｣

(

八
三
頁)

と
述
べ
る
よ
う
に
、｢

漆
沮｣
の
位
置
を
め
ぐ
る
議
論
は
紛
々
と
し
て
い
る
。
楊
は

『

尚
書』

の

｢

漆
沮｣

と

『

詩
経』

の

｢

沮
漆｣

を
そ
れ
ぞ
れ
別
の
漆
沮
水
で
あ
る
と
み
な
し
、
前
者
を

『

注』

の
沮
水
、
後
者
を

『

注』

の
漆
水
で
あ
る
と
考
え

る
。
そ
し
て
、『

注』

の
漆
水
を
、『

隋
志』

普
潤
県
の
条
に
み
え
る
漆
水
に
あ
て
る

(

五
六
七
頁
疏
文
参
照)

。
ま
た
、
巻
一
六

『

沮
水

注』

に
み
え
る
漆
水
は
楊
の
考
え
に
よ
れ
ば

『

尚
書』

の
漆
沮
水
を
指
す
。

�Ｂ
の
漆
水
に
つ
い
て
は
、
楊
疏
文
が
指
摘
す
る
よ
う
に
渭
北
の
杜
陽
県
の
山
よ
り
発
す
る
と
い
う
記
述
と
、
東
北
に
流
れ
て
渭
水
に
入

る
と
い
う
記
述
と
は
明
ら
か
に
矛
盾
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
楊
守
敬
は

『
水
経』

成
書
当
時
に
既
に�Ａ
の
漆
水
は
滅
び
、『

水
経』

の

水
経
注
疏
訳
注
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記
述
は

『

山
海
経』

と

『

説
文』

の
記
述
を
整
理
せ
ず
に
載
せ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
お
り
、
つ
ま
り�Ｂ
の
漆
水
は

『

水
経』
成
書
当
時
の
実
在
の
河
川
で
は
な
い
と
い
う
。
一
方
、『

校
箋
図
釈』

は
、『

説
文』

に
み
え
る
漆
水
は
後
述
の�Ｃ
の
漆
水
と
一

致
し
て
お
り
、『
水
経』

の
記
述
は
、�Ｃ
の
漆
水
を
述
べ
て
い
た
も
の
に
誤
っ
て

『

山
海
経』

の

｢

北
入
于
渭｣

の
記
述
を
投
影
さ
せ
て

し
ま
っ
た
結
果
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る

(

上
巻
二
四
七
頁
、
以
下

｢

上
巻｣

は
略
す)

。
つ
ま
り�Ｂ
の
漆
水
は
、
実
在
す
る
河
川

(�Ｃ
の
漆
水
に
一
致)

を
元
と
し
、『

水
経』

の
成
書
過
程
で
そ
こ
に
誤
っ
た
記
述
が
挿
入
さ
れ
て
し
ま
っ
た
だ
け
だ
と
い
う
。

�Ｃ
の
漆
水
は
、�
道
元
が�Ａ
の
漆
水
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
河
川
で
あ
り
、
巻
一
八

『

渭
水
注』

中
に
も
み
え
る
。『

校
箋
図
釈』

は

こ
れ
を
今
の
陝
西
省
宝
鶏
市
鳳
翔
県
北
部
を
流
れ
る
潤
渠
河
に
あ
て
る

(

後
注

(

六
三)

参
照)

。
な
お
、
実
際
に�Ａ
の
漆
水
と�Ｃ
の
漆

水
が
一
致
す
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
り
、�
道
元
自
身
も�Ａ
＝�Ｃ
の
自
説
に
自
信
が
な
い
こ
と
を

『

注』

で
述
べ
て
い
る
。

(

二)

杜
陽
県
故
城
は
今
の
陝
西
省
麟
遊
県
招
賢
鎮
付
近
か
。
杜
陽
県
は
漢
代
に
は
右
扶
風
に
属
し
、
晋
代
に
廃
さ
れ
た
。

(

三)
『

校
箋
図
釈』

は
、�
山
を
今
の
陝
西
省
麟
遊
県
両
亭
鎮
南
側
の
山
地
と
す
る

(

二
四
八
頁)

。
一
方
、『

山
海
経』

の�
次
山
は
楊

守
敬
の
指
摘
す
る
よ
う
に
渭
水
以
南
に
位
置
す
る
山
で
あ
り
、�
山
と�
次
山
は
一
致
し
な
い
。

(

四)

底
本
は

｢

于｣

を
脱
す
る
。
台
湾
本
・
楊
守
敬
集
・
江
蘇
本
は

｢

于｣

を
補
い
、
台
湾
本
は
欄
外
に

｢

初
稿
有
于
字｣

と
記
し
、

楊
守
敬
集
の
校
注
は

｢

原
脱
于
字
、
各
本
皆
有
、
今
補｣

と
述
べ
る
。

(

五)

江
蘇
本
は
こ
の
一
文
を
台
頭
扱
い
し
て
お
ら
ず
、『

注』

と
の
区
別
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

(

六)

五
六
五
頁
の

『

注』

文
参
照
。

水
経
注
疏
訳
注

穀
水
篇

五
七
〇



(

七)
五
六
六
頁
の

『

注』

文
参
照
。

(

八)

五
六
一
頁
の

『

注』

文
参
照
。

(

九)

五
六
七
頁
の

『

注』

文
参
照
。

(

一
〇)

『

山
海
経』
西
山
経
に

｢

又
西
七
十
里
、
曰�
次
之
山
、
漆
水
出
焉
、
北
流
注
于
渭｣

と
あ
る
。

(

一
一)

『

山
海
経』

西
山
経

｢
又
西
七
十
里
、
曰�
次
之
山
、
漆
水
出
焉
、
北
流
注
于
渭｣

の
前
文
に

｢

又
西
百
二
十
里
、
曰
浮
山｣

と

あ
る
。

(

一
二)

巻
一
九

『

渭
水
注』

下
に

｢
渭
水
又
東
、�
水
入
焉
。
水
南
出
肺
浮
山
、
蓋
麗
山
連
麓
而
異
名
也｣

と
あ
る
。
浮
肺
山
は
、
肺

浮
山
、�し

浮ふ

山
と
も
い
い
、
巻
一
九

『
渭
水
注』

下
に
よ
れ
ば�
水

(

現
在
の
零
河)

の
水
源
で
あ
る
。
こ
の
水
源
は
現
在
の
西
安
市

臨
潼
区
と
渭
南
市
臨
渭
区
の
境
界
に
位
置
す
る
高
家
嶺
の
東
北
麓
で
あ
り
、
浮
肺
山
は
こ
の
高
家
嶺
を
主
と
し
た
山
を
指
す
と
思
わ
れ

る
。
麗
山
は
驪
山
の
こ
と
で
あ
り
、
今
の
陝
西
省
西
安
市
臨
潼
区
東
南
に
位
置
す
る
標
高
一
三
〇
二
メ
ー
ト
ル
の
山
で
あ
る
。

(

一
三)

前
注

(

一
〇)

参
照

(

一
四)

底
本
・
台
湾
本
・
楊
守
敬
集
は

｢

水｣

を
脱
す
る
。
江
蘇
本
は

｢

水｣

を
補
う
。
次
注

(

一
五)

参
照
。

(

一
五)

『

山
海
経』

西
山
経

｢

漆
水
出
焉｣

の
郭
璞
注
に

｢

今
漆
水
出
岐
山｣

と
あ
る
。

(

一
六)

『

山
海
経』

西
山
経
は
華
山
を
起
点
と
し
て
西
に
移
動
し
な
が
ら
山
を
叙
述
す
る
。
故
に
楊
守
敬
は
岐
山
が
華
山
や
符
禺
山
の
西

に
な
い
こ
と
を
採
り
あ
げ
る
。
岐
山
は
岐
山
県
北
に
位
置
す
る
標
高
一
六
五
一
メ
ー
ト
ル
の
山
で
あ
る
。
華
山
は
中
国
の
聖
山
五
岳
の

水
経
注
疏
訳
注
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十
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漆
水

五
七
一



一
つ

｢
西
岳｣

と
し
て
名
高
い
。
東
西
南
北
中
の
五
峰
の
う
ち
、
最
も
高
い
南
峰
は
二
一
五
五
メ
ー
ト
ル
、
山
全
体
が
華
山
風
景
区
と

な
っ
て
い
る
。
符
禺
山
は
巻
一
九

『

渭
水
注』

下
に
も
み
え
、
そ
の
疏
文
に

｢(

符
禺)

山
在
今
華
州
西
南
、
水
即
州
西
之
遇
仙
橋
河
也｣

と
い
い
、
現
在
の
陝
西
省
渭
南
市
華
州
区
に
位
置
す
る
。

(

一
七)

『

山
海
経』
西
山
経
に
み
え
る

｢

漆
水｣

に
つ
い
て
、『

校
箋
図
釈』

は
、
漆
と
潦
は
字
形
が
近
く
、
潦
水

(

＝�勞
水)

を
指
す

の
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る

(

二
四
七
頁)

。

(

一
八)

巻
一
四

『

大
遼
水
注』
に

｢

地
理
志
曰
、
渝
水
首
受
白
狼
水
、
西
南
循
山
、
逕
一
故
城
西
、
世
以
為
河
連
城
、
疑
是
臨
渝
県
之

故
城
、
王
莽
曰
馮
徳
者
矣
。
渝
水
南
流
東
屈
、
与
一
水
会
、
世
名
之
曰�蓋
倫
水
、
蓋
戎
方
之
変
名
耳
。
疑
即
地
理
志
所
謂
侯
水
北
入
渝

者
也
。
十
三
州
志
曰
、
侯
水
南
入
渝
。
地
理
志
蓋
言
自
北
而
南
也｣

と
あ
る
。

(

一
九)

江
蘇
本
は

｢

二
十
六｣

を

｢

六
十
二｣
に
作
る
。

(

二
〇)

『

水
経
注
疏』

よ
り
前
の

『

水
経
注』

諸
版
本
と

『

水
経
注
疏』

で
は
こ
こ
の

『

注』

文
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
楊

守
敬
が

『

注』

文
を
大
幅
に
入
れ
換
え
た
た
め
で
、
両
者
を
対
照
し
や
す
い
よ
う
に
文
に�Ａ
〜�Ｉ
の
番
号
を
付
け
る
と
、『

水
経
注
疏』

よ
り
前
の

『

漆
水
注』

本
文
は
お
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。｢�Ａ
山
海
経
曰
、�
次
之
山
、
漆
水
出
焉
、
北
流
注
于
渭
。
蓋

自
北
而
南
矣
。�Ｂ
尚
書
禹
貢
、
太
史
公
禹
本
紀
云
、
導
渭
水
東
北
至�
、
又
東
逕
漆
、
沮
、
入
于
河
。
孔
安
国
曰
、
漆
、
沮
、
一
水
名

矣
。
亦
曰
洛
水
也
。
出
馮
翊
北
。�Ｃ
周
太
王
去�分
度
漆
、
踰
梁
山
、
止
岐
下
。
故
詩
云
、
民
之
初
生
、
自
土
沮
漆
。
又
曰
、
率
西
水
滸
、

至
於
岐
下
。�Ｄ
是
符
禹
貢
本
紀
之
説
。�Ｅ
許
慎
説
文
称
、
漆
水
出
右
扶
風
杜
陽
県
岐
山
、
東
入
渭
、
従
水
、�
声
。
又
云
、
一
曰
、
漆

水
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訳
注
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城
池
也
。�Ｆ
潘
岳
関
中
記
曰
、
関
中
有�
、
渭
、�霸
、�
、�
、�高
、
漆
、
沮
之
水
、�
、�高
、
漆
、
沮
四
水
、
在
長
安
西
南��
県
、

皆
注�
、�高
水
北
注
渭
。�Ｇ
開
山
図
曰
、
麗
山
西
北
有
温
池
。
温
池
西
南
八
十
里
、
岐
川
在
杜
陵
北
。
長
安
西
有
渠
、
謂
之
漆
渠
。�Ｈ

班
固
地
理
志
云
、
漆
水
在
漆
県
西
。��
十
三
州
志
又
云
、
漆
水
出
漆
県
西
北
岐
山
、
東
入
渭
。�Ｉ
今
有
水
出
杜
陽
県
岐
山
北
漆
渓
、

謂
之
漆
渠
、
西
南
流
注
岐
水
。
但
川
土
奇
異
、
今
説
互
出
、
考
之
経
史
、
各
有
所
拠
、
識
浅
見
浮
、
無
以
弁
之
矣｣

(

大
典
本
・
呉
本
・

朱
・
全
・
趙
・
戴
を
参
照
。
各
本
の
細
か
な
文
字
の
異
同
に
つ
い
て
は
言
及
し
な
い)

。

楊
守
敬
は
こ
の

『

注』

文
を�Ａ
↓�Ｇ
↓�Ｆ
↓�Ｃ
↓�Ｈ
↓�Ｅ
↓�Ｉ
と
並
び
替
え
、
ま
た�Ｂ
と�Ｄ
の
文
を

『

沮
水
注』

に
移
し
て
い
る
。

(

二
一)

『

開
山
図』

に
つ
い
て
は
、『
隋
書』

経
籍
志
三
に

｢

遁
甲
開
山
図
三
巻

栄
氏
撰｣

｢

遁
甲
開
山
図
一
巻

梁
遁
甲
開
山
経
図
一

巻｣

と
あ
る
。
ま
た

『

旧
唐
書』

経
籍
志
下
に
は

｢

遁
甲
開
山
図
一
巻

王�
撰｣

｢

遁
甲
開
山
図
二
巻

栄
氏
撰｣

と
あ
る
。
ま
た

『

新
唐
書』

芸
文
志
三
に
は

｢

遁
甲
開
山
図
一
巻｣

｢

栄
氏
遁
甲
開
山
図
二
巻｣

と
あ
り
、
栄
氏
の
撰
に
か
か
る
三

(

二)

巻
本
と
王�

に
よ
る
一
巻
本
の
二
種
類
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

(

二
二)

麗

(

驪)

山
温
池
は
驪
山
温
泉
と
も
い
う
。
唐
代
に
華
清
宮
内
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
華
清
池
に
改
称
さ
れ
、
白
居
易

｢

長
恨

歌｣

に
お
い
て
楊
貴
妃
が
湯
浴
み
を
行
っ
た
場
所
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

(

二
三)

『

開
山
図』

の
岐
川
は
渭
南
に
あ
り
、
渭
北
の
岐
山
な
い
し
そ
の
付
近
を
水
源
と
す
る
川
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。『

校
箋
図
釈』

は
、『

注』

の

｢

岐
川｣

を
残
宋
本
が

｢�
川｣

に
作
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、｢�
川｣

に
作
る
の
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
、

こ
の�
川
は
杜
陵
の
北
で�
出
す
る
川
を
指
し
、
巻
一
九

『

渭
水
注』

下
の

｢
両
川｣

と
関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

(

二

水
経
注
疏
訳
注

第
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五
〇
頁)
。
こ
の

『

渭
水
注』

下
の

｢

霸
水
又
北
会
両
川｣

に
つ
い
て
、
楊
は

｢

両
川
当
在
今
咸
寧
県
東
北｣

と
い
い
、『

校
箋
図
釈』

は

｢

両
川
は
現
在
対
応
す
る
水
道
が
な
い
。
按
ず
る
に
、�さ
ん

、�霸は
二
水
が
交
わ
る
所
か
ら
、
王
莽
九
廟
に
至
る
ま
で
の
間
に
覇
水
に
入

る
河
川
は
な
い
。『
渭
水
注』

の
前
文
に

〝

荊
渓
水
乱
流
注
于
覇〞

と
い
い
、
こ
こ
か
ら
荊
渓
水

(

長
水)

が
覇
水
に
入
る
所
に
は
多
く

の
河
道
が
あ
り
、
思
う
に
こ
こ
の

〝

両
川〞

と
は
荊
渓
水
と
覇
水
が
交
わ
る
所
の
荊
渓
水
の
枝
津
で
は
な
い
か
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
今
の�
河
が�霸
水
に
入
る
所
の
や
や
南
で
あ
り
、
こ
の
両
川
は
荊
渓
水
の
北
に
位
置
す
る｣

と
い
う

(

一
八
四
頁)

。
一
方
で

『

校
箋
図
釈』

に
は
、
岐
川
は�
水
を
指
す
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
解
も
述
べ
て
お
り

(

二
五
一
頁)

、
上
記
の
見
解
と
は
若
干
異
な

る
所
が
あ
る
。

(

二
四)

杜
陵
県
は
今
の
陝
西
省
西
安
市
東
南
に
あ
る
。
も
と
秦
の
杜
県
で
、
前
漢
の
宣
帝
の
時
に
、
宣
帝
が
こ
こ
を
自
ら
の
陵
墓
に
定

め
、
杜
陵
県
に
改
め
ら
れ
た
。
晋
代
に
杜
城
県
に
改
称
さ
れ
、
北
魏
の
時
に
は
杜
県
と
な
り
、
北
周
の
と
き
万
年
県
に
併
合
さ
れ
た
。

(

二
五)

漆
渠
に
つ
い
て
、『

校
箋
図
釈』

は
、
交
水

(
今
の
陝
西
省
西
安
市
長
安
区
の��
河)

を
北
出
す
る
渠
で
あ
り
、『

豊
水
注』

(

現

行
本
に
は
存
在
せ
ず
、『

校
箋
図
釈』

が
こ
れ
を
輯
す
る)
の

｢

漢
故
渠｣

で
あ
る

(『

長
安
志』

巻
一
二
が
引
く

『

注』)

と
指
摘
す
る

(

二
五
一
頁)

。

(

二
六)

『

漢
唐
地
理
書
鈔』

所
収
の

『

開
山
図』

輯
本
で
は

｢

麗
山
西
北
有
温
池｣

の
一
文
の
み
を
収
録
す
る
。
一
方
、『

宋
元
方
志
叢

刊』

所
収
の
宋
敏
求
撰

『

長
安
志』

巻
一
二
長
安

｢

漢
書
曰
、
漢
穿
渠
通
漆
水
、
故
曰
漆
渠｣

の
畢ひ
つ�げ
ん

注
は

｢

括
地
志
曰
、
胡
亥
将
運

南
山
之
漆
而
開
此
渠
。�
案
、
漢
書
無
此
文
、
蓋
敏
求
誤
引
耳
。
又
案
、
水
経
注
云
、
開
山
図
曰
、
麗
山
西
北
有
温
池
、
温
池
西
南
八
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十
里
、
岐
山
在
杜
陵�卑
。
有
渠
、
謂
之
漆
渠
。
即
此
而
胡
亥
事
則
不
知
所
本｣

と
い
い
、｢

漆
渠｣

ま
で
を

『

開
山
図』

の
文
と
し
て
引

く
。
文
脈
か
ら
判
断
す
る
に
、｢

漆
渠｣

ま
で
を

『

開
山
図』

の
文
と
考
え
た
方
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

(

二
七)

｢

朱
箋
云
、
古
本
作
地
、
呉
本
改
作
池｣

(

江
蘇
本)

を
底
本
・
楊
守
敬
集
は

｢

朱
本
池
作
地
、
呉
本
作
池｣

に
作
り
、
台
湾
本

は

｢

朱
箋
曰
、
古
本
池
作
地
、
呉
本
改
作
池｣

に
作
る
。『

箋』

に
は

｢

古
本
作
温
地
、
呉
本
改
作
温
池｣

と
あ
る
の
で
、
江
蘇
本
に
従

う
。

(

二
八)

江
蘇
本
は

｢

趙
云｣
の
二
字
を
脱
す
る
。
楊
守
敬
集
は

｢

趙
云｣

の
二
字
を
残
す
一
方
で
、
そ
の
校
注
に

｢

上
引
趙
云
内
容
、

核
水
経
注
釈
及
水
経
注
箋
刊
誤
均
無
、
而
朱
箋
語
与
此
疏
文
同
、
故
趙
云
当
為
箋
云
之
誤
。
台
湾
本
亦
誤
作
趙
云｣

と
述
べ
る
。
確
か

に
趙
本
・
趙

『

刊
誤』

に

｢

趙
云｣

以
下
の
文
は
な
く
、『

箋』

に
は
当
該
文

(

最
後
に

｢

也｣

を
加
え
る)

が
存
在
し
て
お
り
、
楊
守

敬
集
校
注
の
指
摘
は
正
し
い
。
一
方
で

｢

戴
云
、
大
典
本
作
池｣

の
文
は

『

箋』

に
は
な
い
の
で
、
江
蘇
本
の
よ
う
に

｢

趙
云｣

を
削

除
し
て
、｢

守
敬
按｣

以
前
の
疏
文
①
を
戴
の
言
と
す
る
こ
と
も
適
切
で
は
な
い
。
引
用
の
正
確
さ
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、｢

趙
云｣

以

下
の

｢

三
秦
記
及
漢
武
故
事
並
云
、
驪
山
湯
泉
、
又
称
温
泉
、
不
言
温
池｣

の
文
は

｢

戴
云｣

の
箇
所
に
置
く
べ
き
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
。

(

二
九)

『

三
秦
記』

は
漢
・
辛
氏
撰
。『

漢
唐
地
理
書
鈔』

に
よ
れ
ば
辛
氏
は
漢
代
の
隴
西
の
大
姓
で
あ
る
が
そ
の
名
は
わ
か
ら
な
い
と

い
う
。『

隋
書』

経
籍
志
に
は
記
載
が
な
く
、
現
在
で
も
佚
文
が
残
る
の
み
で
あ
る
。

(

三
〇)
『

漢
武
故
事』

は

『

漢
武
帝
故
事』

と
も
い
い
、
撰
者
は
諸
説
あ
っ
て
定
ま
っ
て
い
な
い
。
内
容
は
前
漢
の
武
帝
に
関
す
る
志
怪

水
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小
説
で
あ
る
。

(

三
一)

『
初
学
記』

巻
七
驪
山
湯
第
三
に
引
く

『

三
秦
記』

に
、｢

辛
氏
三
秦
記
云
、
驪
山
湯
、
旧
説
以
三
牲
祭
乃
得
入
、
可
以
去
疾
消

病｣

と
あ
り
、『
漢
武
故
事』

に

｢

驪
山
湯
、
初
始
皇
砌
石
起
宇
、
至
漢
武
又
加
修
飾
焉｣

と
あ
る
。

(

三
二)

｢

箋
曰｣

以
下
に
つ
い
て
、
底
本
・
楊
守
敬
集
は

｢

孫
云
、
当
作
杜
陽�卑
、
宋
本
作
北
字
。
全
、
趙
、
戴
改
在
杜
陽
北｣

に
作
り
、

台
湾
本
は

｢

孫
云
、
当
作
杜
陽�卑
、
宋
本
作
北
。
趙
誤
移
許
慎
説
文
句
下
箋
語
孫
云
杜
陵
当
作
杜
陽
八
字
、
於
宋
本
上
合
為
一
条
、
改

作
在
杜
陽
北｣

に
作
る
。『

箋』
は

『

注』

文
の

｢

岐
川
在
杜
陵�卑｣
の
下
に

｢

宋
本
作
北｣

と
記
し
、『

注』

文
の

｢

許
慎
説
文
称
、

漆
水
出
右
扶
風
杜
陽
県｣

の
下
に

｢
孫
云
杜
陵
当
作
杜
陽｣

の
八
字
を
記
す
が
、
趙

『

刊
誤』

は

『

注』

文
の

｢

岐
川
杜
陵�卑｣

の
下

に

｢

箋
曰
、
孫
云
、
杜
陵
当
作
杜
陽�卑
、
宋
本
作
北
。
一
清
按
、
岐
川
字
亦
誤
、
当
作
岐
山
、
見
渭
水
注｣

と
二
つ
の

『

箋』

語
を
誤
っ

て
く
っ
つ
け
て
記
し
て
お
り
、
江
蘇
本
の
記
述
が
正
し
い
。
今
こ
れ
に
従
う
。

(

三
三)

｢

岐｣

字
は
中
古
以
前
の
音
で
は
声
母
が
牙
音
の
群
母
、｢

漆｣

字
は
中
古
以
前
で
は
声
母
が
歯
頭
音
の
清
母
で
あ
り
、
調
音
位

置
が
異
な
り
、
音
が
近
い
と
は
い
え
な
い
。
一
方
、
楊
守
敬
当
時
の
北
京
官
話
で
は
、｢

岐｣

は

｢

t�ih｣
の
陽
平
声

(≒

現
代
北
京
音
の

｢

q�｣)
、｢

漆｣

は

｢

t�ih｣
の
陰
平
声
と
推
定
さ
れ

(≒

現
代
北
京
音
の

｢

q�｣)
で
音
が
極
め
て
近
い
。
お
そ
ら
く
楊
守
敬
は
こ
れ
を
根

拠
と
し
て
、｢

岐｣
｢

漆｣

両
字
の
音
が
近
い
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

(

三
四)

驪
山
温
池
か
ら
杜
陽
ま
で
が
直
線
距
離
で
約
一
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
驪
山
温
池
か
ら
岐
山
ま
で
が
直
線
距
離
で
約
一
三
〇
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
あ
る
。｢

里｣

を
清
代
の
一
里
＝
五
七
六
メ
ー
ト
ル
で
考
え
て
も
、
八
〇
里
は
約
四
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
楊
守
敬
の
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指
摘
す
る
よ
う
に
驪
山
温
池
と
杜
陽
、
岐
山
の
距
離
が
八
〇
里
と
い
う
の
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
。

(

三
五)
底
本
は

｢

曰｣

を
脱
す
る
。
台
湾
本
・
楊
守
敬
集
・
江
蘇
本
は

｢

曰｣

を
補
い
、
台
湾
本
は
欄
外
に

｢

初
稿
有
曰
字｣

と
記
す
。

(

三
六)�
・
渭
・�霸
・�
・�
・�高
は
そ
れ
ぞ
れ�
水
・
渭
水
・�霸
水
・�
水
・�
水
・�高
水
を
指
し
、
漆
は
後
注

(

三
八)

に
述
べ

る
よ
う
に�勞
水
、
沮
は
後
注

(

三
八)

に
引
用
す
る

『

文
選』

李
善
注
所
引

『

関
中
記』

及
び

『

初
学
記』

所
引

『

関
中
記』

の
記
述

と
の
対
応
関
係
を
考
え
れ
ば��
水
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(

三
七)

江
蘇
本
は

｢

注�
、�高
水｣

の
四
字
を

(
)

内
に
入
れ
て
い
て
、
削
除
す
べ
き
字
と
し
て
扱
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の

根
拠
と
な
る
の
は
楊
疏
文
②
で
あ
り
、
詳
し
く
は
そ
ち
ら
を
参
照
。

(

三
八)

上
海
古
籍
出
版
社
本

『

文
選』
巻
八
司
馬
相
如

｢

上
林
賦｣

の
李
善
注
が
引
く

『

関
中
記』

に
は

｢�
・�霸
・�
・�
・�高
・

潦、
・��
、
凡
八
川｣

と
あ
り
、
中
華
書
局
本

『
初
学
記』

巻
六�
水
が
引
く

『

関
中
記』

に
は

｢�
与
渭
・
洛
為
関
中
三
川
、
与
渭
・

�霸
・�
・�勞、
・��
・�豐
・�高
為
関
中
八
水｣

と
あ
り
、
楊
疏
文
に
お
い
て

｢

漆｣

に
あ
た
る
部
分
が
そ
れ
ぞ
れ

｢

潦｣
｢�勞｣

(

両
者
と

も�勞
水
を
指
す)

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

｢

漆｣

と

｢
潦｣

｢�勞｣
の
関
係
に
つ
い
て
は
、『

山
海
経』

西
山
経
に
み
え
る

｢

漆
水｣

を
、

『

校
箋
図
釈』

が
、
字
形
の
近
似
よ
り
潦
水

(

＝�勞
水)

で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
の
が
参
考
に
な
る

(

前
注

(

一
七)

参
照)

。
お
そ

ら
く
こ
の

『

注』

文
に
み
え
る

｢

漆｣

と
は

｢

潦

(�勞)｣
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
潘
岳

『

関
中
記』

は

『

旧
唐
書』

経
籍
志
上
に
み
え
、

一
巻
。
佚
文
が
劉
緯
毅

『

漢
唐
方
志
輯
佚』

(

北
京
図
書
館
出
版
社
、
一
九
九
七)

等
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

(

三
九)

底
本
は

｢�｣
を

｢

径｣

に
作
る
が
、
台
湾
本
・
楊
守
敬
集
・
江
蘇
本
が

｢�｣
に
作
る
の
に
従
う
。
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(

四
〇)
こ
こ
に
い
う

｢

漆
沮
水｣

は
洛
水
に
注
ぎ
こ
む

『

尚
書』

の
漆
沮
水

(『

注』

の
沮
水)

を
指
し
、『

注』

文
が
引
く

『

関
中
記』

に
み
え
る
関
中
八
水
の
漆
水
、
沮
水
と
は
別
の
河
川
で
あ
る
。

(

四
一)

『

初
学
記』
巻
六
渭
水
が
引
く

『

関
中
記』

に

｢

渭
与�
洛
、
一
名
漆
沮
水
、
一
名
洛
水
、
出
馮
翊｣

と
あ
る
。

(

四
二)

台
湾
本
は

｢
皆｣

を

｢

在｣

に
作
る
。

(

四
三)

底
本
・
台
湾
本
・
楊
守
敬
集
は

｢�高｣
を

｢

鎬｣

に
作
る
が
、
江
蘇
本
が

｢�高｣
に
作
る
の
に
従
う
。

(

四
四)

底
本
は

｢

下｣

を

｢
本｣
に
作
る
が
、
台
湾
本
・
楊
守
敬
集
・
江
蘇
本
が

｢

下｣

に
作
る
の
に
従
う
。

(

四
五)

『

史
記』

周
本
紀
に

｢(

古
公)
乃
与
私
属
遂
去�
、
度
漆
・
沮
、
踰
梁
山
、
止
於
岐
下｣

と
あ
る
。�分
は�
の
こ
と
で
、
今
の

陝
西
省
咸
陽
市
彬ひ
ん

県
付
近
で
あ
る
。

(

四
六)

『

詩
経』

大
雅
、
緜
に

｢

緜
緜
瓜�
。
民
之
初
生
、
自
土
沮
漆
。
古
公
亶
父
、
陶
復
陶
穴
、
未
有
家
室｣

｢

古
公
亶
父
、
来
朝
走

馬
。
率
西
水
滸
、
至
于
岐
下
。
爰
及
姜
女
、
聿
来
胥
宇｣

と
あ
る
。

｢

自
土
沮
漆｣

の

｢

土｣

字
に
関
し
て
、
毛
伝
は

｢

土
、
居
也｣

と
い
う
が
、
巻
一
八

『

渭
水
注』

中
の

｢

故
地
理
志
曰
、
県
有
杜
水｣

に
対
す
る
疏
文
に
、
趙
、
戴
の
言
を
引
用
し
て

｢

按
漢
志
右
扶
風
杜
陽
県
、
杜
水
南
入
渭
。
詩
曰
、
自
杜
。
師
古
曰
、
大
雅
緜
之
詩
曰
、

人
之
初
生
、
自
土
沮
漆
。
斉
詩
作
杜
、
言
公
劉
避
狄
而
来
、
居
杜
与
漆
沮
之
地｣

と
述
べ
て
お
り
、
楊
守
敬
は

『

漢
志』

杜
陽
県
の
条

の
顔
師
古
注
引
く
斉
詩
に
従
っ
て
、
当
該
文
の

｢

土｣

を
杜
水
と
解
釈
し
、｢
自
土
沮
漆｣

を

｢

杜
・
漆
沮
水

(

の
地)

に
行
っ
た｣

と

解
釈
す
る
。
こ
こ
に
お
け
る
杜
水
は
巻
一
八

『

渭
水
注』

中
に

｢(

姜
水
＝
岐
水)
与
雍
水
合
而
東
、
会
美
陽
県
之
中
亭
川
水
也
。
水
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杜
陽
県
大
嶺
側
、(

中
略)

俗
名
大
横
水
也
。
疑
即
杜
水
矣
。
其
水
東
南
流
、
東
逕
杜
陽
県
故
城
、
東
西
三
百
歩
、
南
北
二
百
歩
、
世
謂

之
故
県
川
。
又
故
県
有
杜
陽
山
、(

中
略)

故
県
取
名
焉
、
亦
指
是
水
而
摂
目
矣
。
即
王
莽
之
通
杜
也
。
故
地
理
志
曰
、
県
有
杜
水｣

と

い
う
中
亭
川
水
を
指
す
。『

校
箋
図
釈』

は
、
こ
の
中
亭
川
水
を
今
の
陝
西
省
中
部
を
流
れ
る
漆
水
河
に
あ
て
る

(

一
〇
三
頁)

。

な
お

『

詩
経』
の

｢
率
西
水
滸｣

に
関
し
て
、
毛
伝
は

｢

率
、
循
也
。
滸
、
水�
也｣

と
い
い
、
こ
れ
を
承
け
て
鄭
箋
は

｢

循
西
水

�
、
沮
漆
側
也｣

と
い
う
。
つ
ま
り
、
西
水
と
は
沮
漆
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

(

四
七)

底
本
・
台
湾
本
は

｢
西
北｣

を

｢

西｣

に
作
る
。
楊
守
敬
集
・
江
蘇
本
は

｢

西
北｣

に
作
り
、
楊
守
敬
集
の
校
注
は

『

括
地
志』

の
文

(

後
注

(

四
九)

参
照)

に
拠
っ
て
訂
正
す
る
こ
と
を
述
べ
る
。
楊
守
敬
集
・
江
蘇
本
の
訂
正
に
従
う
。

(

四
八)

底
本
は

｢

在｣

を

｢

存｣

に
作
り
、
台
湾
本
は

｢

在｣

を

｢

作｣

に
作
る
。
楊
守
敬
集
・
江
蘇
本
は

｢

在｣

に
訂
正
し
、
楊
守

敬
集
の
校
注
は

『

括
地
志』

の
文

(

次
注

(
四
九)

参
照)

に
拠
っ
て
訂
正
す
る
こ
と
を
述
べ
る
。
楊
守
敬
集
・
江
蘇
本
の
訂
正
に
従

う
。

(

四
九)

『

史
記』

周
本
紀

｢

踰
梁
山｣

の
句
に
対
す
る

『
正
義』

に
引
か
れ
る

『

括
地
志』

に

｢

梁
山
在
雍
州
好
畤
県
西
北
十
八
里｣

と

あ
る
。
好
畤
県
は
漢
代
に
置
か
れ
、
北
周
の
時
に
廃
止
さ
れ
た
。
県
治
は
現
在
の
陝
西
省
咸
陽
市
乾
県
の
東
で
あ
る
。

(

五
〇)

『

孟
子』

梁
恵
王
下
に

｢(

大
王)

去�分
、
踰
梁
山
、
邑
于
岐
山
之
下
居
焉｣

と
あ
る
。

(

五
一)

『

呉
越
春
秋』

呉
太
伯
伝
に

｢

古
公
乃
杖
策
去�分
、
踰
梁
山
而
処
岐
周｣

と
あ
る
。『

呉
越
春
秋』

は
、
三
九
二
頁
注

(

一
一)

参
照
。
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(

五
二)
底
本
は

｢

云｣

を
脱
す
る
。
台
湾
本
・
楊
守
敬
集
・
江
蘇
本
は

｢

云｣

を
補
う
。

(

五
三)
漆
県
は
漢
代
に
置
か
れ
、
晋
末
に
廃
止
さ
れ
た
。
県
治
は
現
在
の
陝
西
省
咸
陽
市
彬
州
市
で
あ
る
。

(

五
四)

『

漢
志』
上
・
漆
県
の
条
に

｢

水
在
県
西｣

と
あ
る
。

(

五
五)

『

続
漢
志』
一
・
漆
県
に

｢

有
漆
水｣

と
あ
る
。

(

五
六)

『

続
漢
志』

一
・
漆
県
の
劉
昭
注
に
引
か
れ
る

『

晋
書
地
道
記』

に

｢

水
在
県
西｣

と
あ
る
。

(

五
七)

『

尚
書
正
義』

巻
六
禹
貢
が
引
く��『
十
三
州
志』

に

｢

漆
水
出
漆
県
西
北
岐
山
、
東
入
渭｣

と
あ
る
。『

十
三
州
志』

は
、

『

十
三
州
記』

と
も
い
い
、
北
魏
・��
の
撰
。『

隋
書』

経
籍
志
二
に

｢

十
三
州
志
十
巻��
撰｣

と
い
う
。

(

五
八)

王
応
麟

『

詩
地
理
考』

巻
四
に

｢
十
三
州
志
云
、
漆
水
出
漆
県
西
北
、
至
岐
山
東
入
渭｣

と
あ
る
。

(

五
九)

杜
陽
県
に
つ
い
て
は
五
七
〇
頁
注

(
二)
参
照
。
確
か
に
晋
代
に
杜
陽
県
は
廃
止
さ
れ
て
い
る
が
、
扶
風
郡
に
編
入
さ
れ
、
新

平
郡
の
漆
県
に
は
編
入
さ
れ
て
お
ら
ず
、
岐
山
も

『
晋
志』

上
・
雍
州
扶
風
郡
に
拠
れ
ば
、
漆
県
で
は
な
く
美
陽
県
に
属
し
て
い
る
。

(

六
〇)

台
湾
本
・
楊
守
敬
集
は

｢

一
曰｣

を

｢

又
云
一
曰｣
に
作
り
、
台
湾
本
は
欄
外
に

｢

初
稿
正
文
有
又
云
二
字｣

と
記
し
、
楊
守

敬
集
の
校
注
は

｢

又
云
二
字
、
原
抄
脱
、
各
本
皆
有
、
今
補｣
と
述
べ
る
。

(

六
一)

『

説
文』

水
部
、
漆
の
条
の
文
で
あ
る
。
楊
守
敬
が
疏
文
に
い
う
今
本
が

『

説
文』

の
ど
の
テ
キ
ス
ト
を
指
し
て
い
る
の
か
は
不

明
で
あ
る
が
、
ひ
と
ま
ず
代
表
的
な
三
種
の
テ
キ
ス
ト
の
文
を
そ
れ
ぞ
れ
挙
げ
る
と
、
小
徐
本
に

｢

水
。
出
右
扶
風
杜
陵
岐
山
、
東
入

渭
。
一
曰
、
入
洛
。
一
曰
、
漆
、
城
池
。
従
水�
声｣

と
あ
り
、
大
徐
本
に

｢
水
。
出
右
扶
風
杜
陵
岐
山
、
東
入
渭
。
一
曰
、
入
洛
。
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従
水�
声｣

と
あ
り
、
段
玉
裁
注
本
に

｢

漆
水
。
出
右
扶
風
杜
陵
岐
山
、
東
入
渭
。
従
水�
声
。
一
曰
、
漆
、
城
池
也｣

と
あ
る
。
い

ず
れ
も

｢
杜
陽｣

を

｢

杜
陵｣

に
作
る

(

疏
文
も
参
照)

。
た
だ
し
、
段
注
本
は
漆
の
補
注
に

｢

漆
水
。
出
右
扶
風
杜
陽 �

岐
山
、
東
入
渭
。

一
曰
、
入
洛
。
一
曰
、
漆
、
城
池｣

と
い
う
説
解
を
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は

『

水
経
注』

に
基
づ
い
た
補
注
で
あ
る
。
右
扶
風
に
杜

陵
は
な
い
の
で
、
杜
陽
に
す
る
の
が
正
し
い
。

(

六
二)

前
注

(

六
一)
参
照
。

(

六
三)

漆
渠
水
に
つ
い
て
、『
校
箋
図
釈』

は
こ
れ
を
今
の
陝
西
省
宝
鶏
市
鳳
翔
県
北
部
を
流
れ
る
潤
渠
河
に
あ
て
る

(

二
四
七
頁)

。

(

六
四)

胡
渭

『

禹
貢
錐
指』

巻
一
〇
に

｢��
云
、
有
水
出
杜
陽
県
岐
山
北
漆
渓
、
謂
之
漆
渠
、
西
南
流
注
岐
水｣

と
あ
る
。

(

六
五)

巻
一
八

『

渭
水
注』

中
に

｢

岐
水
又
東
逕
姜
氏
城
南
為
姜
水
。(

中
略)

与
雍
水
合
而
東
、
会
美
陽
県
之
中
亭
川
水
也
。(

中
略)

又
南
逕
美
陽
県
西
。(

中
略)

其
水
又
南
流
注
于
渭｣

と
あ
る
。

(

六
六)

江
蘇
本
は

｢

水｣

の
下
に

｢

出｣

を
加
え
る
。

(

六
七)

底
本
・
台
湾
本
・
楊
守
敬
集
は

｢

北｣

に
作
る

(
次
注

(

六
八)

に
引
く

『

寰
宇
記』

参
照)

が
、
江
蘇
本
が

｢

東
北｣

に
作

る
の
に
従
う
。

(

六
八)

『

元
和
志』

巻
三�分
州
に

｢

漆
水
在
今
県
西
九
里
、
西
北
流
注
於�｣
と
あ
り
、『

寰
宇
記』

巻
三
四�分
州
・
新
平
県
に

｢

漆
水
、

按�
道
元
注
水
経
云
、
漆
水
自
宜
禄
県
界
来
、
又
東
過
扶
風
漆
県
北
。
以
水
経
験
之
、
即�分
州
所
理
是
也
。
漢
志
注
云
、
漆
水
在
県
西
。

今
県
西
九
里
有
白
土
川
水
、
東
北
流
逕
白
土
原
東
、
陳
陽
原
西
、
又
東
北
流
注
于�
水
、
或
恐
白
土
水
是
漢
之
漆
水
、
但
古
今
異
名
耳
。
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今
鳳
翔
府
東
北
一
百
六
十
里
麟
游
県
東
南
亦
有
一
漆
水
、
南
流
与
杜
陽
水
合
、
非
漢
之
漆
水
也
、
故
挙
此
以
明
之｣

と
あ
る
。

(

六
九)
底
本
・
台
湾
本
は

｢

経｣

を
脱
す
る
。
楊
守
敬
集
・
江
蘇
本
は

｢

経｣

を
補
う
。

(

七
〇)

『

隋
志』
上
・
普
閏
県
に

｢

大
業
初
置
。
有
仁
寿
宮
。
有
漆
水
、
岐
水
、
杜
水｣

と
あ
る
。

(

七
一)

普
潤
県
は
普
閏
県
と
も
い
い
、
隋
代
に
置
か
れ
、
元
代
に
廃
さ
れ
た
。
普
潤
県
故
城
は
現
在
の
陝
西
省
麟
遊
県
西
に
あ
る
。

(

七
二)

『

路
史』

巻
二
九
夏
世
侯
伯
に

｢

鳳
翔
普
潤
、
漢
杜
陽
地
、
有
杜
水｣

と
あ
る
。

(

七
三)

底
本
は

｢

也
也｣

に
誤
る
が
、
台
湾
本
・
楊
守
敬
集
・
江
蘇
本
が

｢

也｣

に
訂
正
す
る
の
に
従
う
。

(

七
四)

双
声
と
は
漢
字
二
字
の
熟
語
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
字
の
声
母
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
。｢

漆｣

と

｢

沮｣
(

沮
は

『

広
韻』

に
は
五
つ

の
字
音
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
沮
水
を
意
味
す
る
沮
の
字
音
を
い
う)

は
中
古
音
で
も
上
古
音
で
も
共
に
清
母
に
属
し
て
お

り
、
確
か
に
両
字
は
双
声
字
で
あ
る
。

(

七
五)

本

｢

漆
水｣

条
の
ほ
か
、『

漢
志』

下
・
直
路
県
の
条
に

｢

沮
水
出
西
、
東
入
洛｣

と
あ
り
、『

説
文』

水
部
、�
の
条
に

｢

水
。

出
北
地
直
路
西
、
東
入
洛
。
従
水�
声｣

と
あ
る

(『

説
文』
の
、�
の
条
が

『

注』

の
沮
水
を
指
す
こ
と
は
五
九
三
頁
以
下
の
疏
文
を

参
照)

。

(

七
六)

『

尚
書』

禹
貢
に

｢

黒
水
、
西
河
惟
雍
州
。
弱
水
既
西
、�
属
渭�
、
漆
沮
既
従
、�豐
水
攸
同｣

と
あ
り
、
ま
た

｢

導
渭
自
鳥
鼠

同
穴
、
東
会
于�豐
、
又
東
会
于�
、
又
東
過
漆
沮
、
入
于
河｣

と
あ
る
。

(

七
七)

底
本
は

｢�｣
を

｢

逕｣

に
作
る
。
台
湾
本
・
楊
守
敬
集
・
江
蘇
本
は

｢�｣
字
に
作
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
従
う
。
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(

七
八)
孔
穎
達
、
司
馬
貞
、
程
大
昌
、
王
応
麟
は
い
ず
れ
も

『

詩
経』

や

『

尚
書』

に
み
え
る

｢

漆
沮｣

な
い
し

｢

沮
漆｣

に
関
し
て

自
己
の
解
釈
を
提
示
し
て
い
る
。

孔
穎
達
は

『
尚
書
正
義』

及
び

『

毛
詩
正
義』

で
そ
れ
ぞ
れ

『

尚
書』

の

｢

漆
沮｣

、『

詩
経』

の

｢

沮
漆｣

を
解
釈
し
て
い
る
。
そ

し
て
漆
沮
を
二
水
と
し
た
上
で
、『

尚
書』

の

｢

漆
、
沮｣

と

『

詩
経』

の

｢

沮
、
漆｣

を
別
の
水
と
み
な
し
、『

尚
書』

の
漆
水
、
沮

水
は
、�
東
に
あ
り
、『
詩
経』

の
漆
水
は

『

漢
志』

を
引
い
て
漆
県
西
の
水
、
沮
水
は
わ
か
ら
な
い
と
す
る
。

司
馬
貞
は

『

史
記
索
隠』
に
お
い
て
、『

尚
書』

禹
貢
の
記
述
に
基
づ
い
た

『

史
記』

夏
本
紀

｢

漆
沮
既
従
、�豐
水
所
同｣

の
一
文
に

｢

漆
、
沮
二
水
、
漆
水
出
右
扶
風
漆
県
西
、
沮
水
地
理
志
無
文
、
而
水
経
以�
水
出
北
地
直
路
県
、
東
過
馮
翊��羽
県
入
洛
。
説
文
亦
以

漆
、
沮
各
是
一
水
名
。
孔
安
国
独
以
為
一
、
又
云
是
洛
水
。�豐
水
出
右
扶
風��
県
東
南
、
北
過
上
林
苑｣

と
い
う
注
釈
を
付
け
、『

尚
書』

禹
貢
の

｢

漆
沮｣

を
二
水
と
す
る
。

程
大
昌
は

『

雍
録』

巻
六
に
お
い
て
雍
州
の
地
に
み
え
る
複
数
の
漆
、
沮
、
特
に
漆
水
に
つ
い
て
詳
細
な
分
析
を
加
え
て
い
る
。
そ

の
論
旨
を
要
約
す
る
と
、『

尚
書』

の

｢

漆
沮｣

、『

詩
経』
の

｢

沮
漆｣

を
そ
れ
ぞ
れ
漆
・
沮
の
二
水
と
み
な
し
、『

尚
書』

の
漆
水
・

沮
水
は
、
富
平
県
石
川
河
の
本
流

(

沮
水)

と
支
流

(

漆
水)
、『
詩
経』

の
沮
水
・
漆
水
は
、
漆
水
を
普
潤
の
水
、
つ
ま
り

『

漆
水
注』

の
漆
渠
水
と
し
、
沮
水
の
位
置
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
言
及
し
て
い
な
い
。

王
応
麟
は

『

詩
地
理
考』

に
お
い
て
諸
家
の
意
見
を
引
用
す
る
形
で

｢
沮
漆｣

に
対
す
る
解
釈
を
提
示
し
て
い
る
。
特
に

『

詩
地
理

考』

巻
四
が
段
昌
武
の
意
見
を
引
用
す
る
形
で

｢

段
氏
曰
、
沮
漆
有
二
、
皆
出
雍
州
、
皆
東
入
于
渭
、
特
有
上
流
、
下
流
之
別
。
詩
漆
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沮
入
於
渭
之
上
流
、
書
漆
沮
入
於
渭
之
下
流
。
十
三
州
志
云
、
漆
水
出
漆
県
西
北
、
至
岐
山
東
入
渭
。
後
漢
注
、
漆
県
故
城
在�分
州
新

平
県
。
沮
水
、
不
知
所
在
。
此
詩
自
土
沮
漆
者
也｣

と
い
い
、『

詩
経』

の
沮
水
・
漆
水
と

『

尚
書』

の
沮
水
・
漆
水
を
、
そ
れ
ぞ
れ
別

の
河
川
と
み
な
し
、
前
二
者
を
渭
水
の
上
流
に
合
流
す
る
河
川
、
後
二
者
を
渭
水
の
下
流
に
合
流
す
る
河
川
と
み
な
し
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
に
孔
穎
達
・
司
馬
貞
・
程
大
昌
・
王
応
麟
の
説
は
い
ず
れ
も
、『

尚
書』

の

｢

漆
沮｣

を�
東
の
漆
沮
水

(『

注』

の
沮
水)

、

『

詩
経』

の

｢

沮
漆｣

を�
西
の
漆
沮
水

(『

注』

の
漆
水)

と
す
る
楊
守
敬
の
見
解
と
は
反
し
て
い
る
。

(

七
九)

底
本
は

｢

故｣

に
作
る
。
台
湾
本
・
楊
守
敬
集
・
江
蘇
本
は

｢

致｣

に
作
る
。

(

八
〇)

以
上
の
漆
水
篇
の
記
述
は
、
漆
水
の
比
定
に
関
わ
る
議
論
で
終
始
し
て
い
る
。
そ
の
大
要
は
、
ま
ず
、�Ⅰ『
山
海
経』

『

開
山
図』

『

関
中
記』

が
記
す
渭
水
の
南
に
あ
る
と
い
う
説
に
つ
い
て
述
べ
る
。
次
に
、�Ⅱ�
水
の
西
方
に
あ
る
と
い
う
説
に
つ
い
て

『

漢
志』

『

十
三
州
志』

『

説
文』

の
記
述
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
承
け
て�
道
元
は
、�Ⅲ
杜
陽
県
の
漆
渠
を
候
補
と
し
て
挙
げ
る
が
、
自

信
は
な
い
と
い
う
。
楊
は�Ⅲ
に
一
定
の
評
価
を
与
え
る
が
、
流
れ
が
短
す
ぎ
る
な
ど
の
問
題
が
あ
る
と
し
、『

隋
志』

の
普
潤
県
に
あ
る

漆
水
を
挙
げ
る
。
こ
れ
は
前
注

(

一)

で
分
類
し
た�Ａ
〜�Ｃ
説
と
並
べ
る
と�Ｄ
説
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

水
経
注
疏
訳
注

穀
水
篇

五
八
四



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


